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（研究テーマ） 
 Ｇ蛋白質シグナルによる細胞構造改変プロセスの単分子イメージング解析 

（メッセージ）細胞のコミュニケーション・変形・遊走を駆動する細胞骨格改変は、力学因子

と生化学シグナルの相互作用から生み出されます。その機能発現には超分子ネットワークの形

成～崩壊サイクルに起因する種々のプロセスが介在します。この複雑系の理解に向け，分子動

態を時空間ダイナミクスのなかで特異的に捉える蛍光単分子イメージングは有用です。私達

は、アクチンとその制御系分子の生きたキネティクスを細胞内で捉える手法を確立し，アクチ

ン重合・線維寿命の詳細の解明から「高頻度アクチン線維切断‐結合仮説」の提唱、GTP ア

ーゼ Rho のエフェクターmDia1 がもつアクチン伸長端に沿ったプロセッシブな分子移動や、

単量体アクチン濃度変動が引き金となる活性化機構を見出しました。分子イメージングを応用

した分子標的阻害薬の作用可視化解析も近年手がけています。 
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（研究室で有する実験技術・リソース） 

当ラボではアフリカツメガエル由来の線維芽細胞を用い、同種由来の cDNAから作製した GFP

標識体を用い分子可視化実験をしています。GFP融合体の発現ベクターを供与いただければ、

どのような挙動を示すか初期的な実験を行い、情報が得られる場合があります。また、他細胞

系での同種実験の導入にも協力致します。興味のある方はご相談ください。 

 


